
切片内の局在を知りたい



例
1. 切片上でどんな成分がどん

な分布をしているか
2. 既知の局在と共局在する成

分はなにか
3. 各画素を指定した数に分類

したい
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手順

1.“画像解析”を選択
2.データ読み込み
3.必要があればROI設定
4.データ行列テーブル計算
5.画像分類



１．“画像解析”を選択



２．データファイル (.imdx)を追加



3. 必要があればROIを設定します



3.1 ツールを選択してROIを描きます
四角、丸、多角形でROIを描写できます。



3.2 ROIリストに記載されます
ROIを描いたあとに属性を設定します。



4. データ行列計算の”前処理”の設定



4.1 前処理（ノーマライズ）の設定

“ノーマライズ”の基準を設定します。
TICが一般的です。



4.2 データ行列の設定



4.3 データ行列の設定

対象とするピークを選択します。

ノンターゲットはスペクトルから一定幅で信号強
度を切り出します。
ターゲットは特定のm/z値と許容幅を指定します。



4.4 データ行列の計算



4.5 計算の実行 前処理の計算を行っていない場合はここで一緒に計算されます。
対象とする成分が多くなると時間がかかります。



4.6 データ行列計算完了



5. “画像分類”を選択



5.1 画像分類パラメータ

自動的にクラスター数を決めたい場合は
“自動”を、
沢山のクラスターが欲しい場合は“手動”
を選択して数を設定してください。



5.2 計算中ダイアログ



5.3 画像分類結果

各クラスタの平均像

選択したクラスタに含まれるm/z

リスト内のm/zを選択、“MSイメージ一覧に追加”ボタンを
押すとメインの画面の“MSイメージ一覧”に追加されます。



5.4 MSイメージをメイン画面に追加



5.5 “画像分類”内のイメージが追加される



5.6 画像分類内の検索
興味のあるm/zがある場合,
それがどのクラスタに含まれるか検索できます。



5.7 画像分類内の検索結果

検索したm/zが含まれるクラスタにフォーカスが移動します。
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